






















































の受容野に静的な光スポットが同時に提示された。函の下半分には、 UnitaryEvent Analysis 
の結果が表示されている。 赤線のグラフが raw-CEnumberであり、緑線が predicted-CEnumber 
である。青線は二つの細胞の発火が独立であるとした掃無仮設の場合のCEnumberの分布の99揺



























おいて、この推定値(マゼンダ麓)は raw-CEnumber (赤線)と一致しており、 raw-CEnumber 
の有意性は誤りであることが確認される。
3. Bootstrap法に基づく UnitaryEvent Analysis 
Poisson分布を仮定した有意性検定の妥当性を評植するために、ノンパラメトリックな有意性





のである。本研究では、 1000個の Bootstrapサンプルを Monte-Garloサンプリングにより発生
した。各時間窓ごとに、 1000留の raw-GEnumberのサンプルが存在し、これらのサンプル平均
を婦無仮説の推定値とし、またサンプルで 10番昌に大きな raw-GEnumberの値を 99%ヲミット
として採用した。 Bootstrap法による UnitaryEvent Analysisの結果は図2~こ表示されている。
J 留 1と同様iこ、 raw-CEnumber (赤緩)、 predicted-CEnumber (緑線)、 Poisson分布による 99覧
リミット(青隷)を表示し、さらに Bootstrapサンプルの平均値(マゼンダ線〉と Bootstrap
サンプルによる 99拡リミット(黒隷)を加えてある。ラスター表示では、 raw-CEnumberに対し
て、 Bootstrapサンプルによる 99覧リミットを越えた場合を有意として、 UnitaryEventを表示
している。 2謹類の 99話リミットを比較することで、 Bootstrap法は Poisson分布iこ基づく方法
より以下の2点において鍾っていることが結論される。 1)刺激提示の開始と終了の直後でのス
パイク密度の急激な変化による falseposi tivesが生じない。 2)異なる時間窓でのスパイク列
の統計性の変化に遥応した宥意性検定が可能である。図2において、 Bootstrapサンプルによる
99覧リミットは Poisson分布による 99覧リミットと大きく異なっている領域が存在する。
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